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私
た
ち
青
少
年
委
員
は
、
区
内
17
の
青
少
年
育
成
地
区
委
員

会
の
推
薦
を
受
け
、
江
戸
川
区
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
公

務
員
で
す
。
今
期
（
令
和
４
年
度
・
５
年
度
）
は
54
名
で
ス

タ
ー
ト
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
青
少
年
に
対
す
る
育
成
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

前
期
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、

満
足
す
る
活
動
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
今
期
こ
そ
は
、
ブ

ル
ー
ジ
ャ
ー
ジ
を
身
に
ま
と
い
、
学
校
行
事
や
地
区
委
員
会
行

事
な
ど
、
少
し
ず
つ
地
域
の
活
動
に
参
加
協
力
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
知
恵
を
絞
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
活
用
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
を
盛
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
青
少
年
委
員
は　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
こ
ろ
豊

か
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
各
地
域

の
関
係
諸
団
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　　　

地
域
の
青
少
年
の
活
動
を
側
面
的
に

支
援
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成
団

体
や
地
域
団
体
と
連
携
、
協
力
を
図
り
、

青
少
年
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
、

江
戸
川
区
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
非
常

勤
公
務
員
で
す
。
区
民
ま
つ
り
や
地
域

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ブ
ル
ー

ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　　　

江
戸
川
区
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
青
少
年

委
員
が
集
ま
り
、
自
主
的
に
青
少
年
委

員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
委
員
会
で
は
、
月
例
の
定
例

会
や
各
地
区
部
会
（
小
松
川
・
中
央
・

小
岩
・
鹿
骨
・
東
部
・
葛
西
北
・
葛
西

南
）
を
開
催
し
、
ま
た
委
員
各
自
の
研

究
課
題
に
基
づ
い
た
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
委
員
相
互
の
連
絡
や
情

報
交
換
、
研
修
・
各
種
調
査
研
究
を
行

い
、
青
少
年
委
員
と
し
て
の
資
質
の
向

上
に
努
め
、
地
域
に
密
着
し
た
青
少
年

の
育
成
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
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今
期
の
「
青
少
年
委
員
だ
よ
り
」
で

は
、
私
た
ち
青
少
年
委
員
が
、
多
種
多

様
な
青
少
年
育
成
活
動
に
対
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
技
術
や
情
報
で
支
援
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
期
の
委
員
の
紹
介
写
真
は
、
委
員

証
用
か
ら
笑
顔
の
写
真
に
変
え
て
み
ま

し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◆活動方針◆　
　江戸川区青少年委員会は地域の青少年が郷土に愛着を持ち、感謝の気
持ちでお互いを支えあっていく環境づくりを目指していきます。そのた
めには委員一人ひとりが笑顔で楽しく地域での活動において持てる力を
発揮し、家庭・学校・青少年育成地区委員会・行政と緊密に連携してい
くことが大切です。地域の未来を担う青少年と正面から向き合い、より
良いかたちで青少年が前進していけるよう、すべての青少年教育機関及
び関係諸団体と協力して青少年育成活動を進めていくことを基本方針と
します。
　
　

◆◆◆重点目標◆◆◆
○青少年が地域に愛着を持ち、次代の地域社会を担う人材となるよう、
多様な活動機会や場作りに積極的にかかわり、地域活動に貢献できる
ように支援します。
○学校及び青少年の拠点となる施設がより豊かな子どもたちの成長の場
となるよう、そのさらなる充実に向けて必要な活動をします。
○青少年育成地区委員会との連携を図りながら協力し合い、その中核と
して地域諸団体等への情報発信に努め、より効果的な健全育成活動を
進めることができる環境を整備します。
○委員活動を推進するために研究グループ活動を充実させ、より実践的
な研修等を行い、自らの資質の向上を図ります。
○子ども会との連携を強め、地域の催し等を積極的に支援していきます。
○新型コロナウイルスの影響を受けながらも、オンライン会議等の工夫
を行い、委員活動の継続を目指します。
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火起こし体験
江戸川区青少年委員

こちらの二次元コードを
読み込んでいただくか、
「江戸川区青少年委員」で　
検索してください。　　

江戸川区青少年委員
ホ ー ム ペ ー ジ



（令和４・５年度）地域活動の推進者・青少年委員

葛 西 北 地 区 部 会（9名）

善茂作和弘

葛　西

　ぜんもさく　かずひろ

二之江

二之江/瑞江

山田 通久

葛　西

　やまだ　　みちひさ

葛西/二之江/二之江第二

二之江

山本 貞一

葛　西

やまもと　ていいち

葛西/二之江第二/第二葛西

葛西

鈴木 和子

葛西第一

　すずき　　かずこ

第三葛西/第五葛西/第六葛西

西葛西

森口 安子

葛西第一

もりぐち　 やすこ

第五葛西/宇喜田

葛西第二

米川 和則

葛西第一

よねかわ　かずのり

第三葛西/第六葛西/西葛西

西葛西

佐藤 晃嘉

葛西第一

　さとう　　てるよし

西葛西

西葛西

片岡　昇

葛西第一

かたおか　 のぼる

船堀/船堀第二

岡田はるな

葛西第一

　おかだ

船堀/船堀第二/宇喜田

葛西第二

葛 西 南 地 区 部 会（8名）

高橋 哲也

葛西第二

たかはし　　てつや　

第二葛西/南葛西/南葛西第二

南葛西/南葛西第二

川島 英夫

葛西第二

かわしま　 ひでお　

第四葛西/第七葛西/臨海

南葛西第三/清新第二

山本 祐子

葛西第二

やまもと　 ゆうこ　

清新第一/清新ふたば

清新第一

髙原 賢一

葛西第二

たかはら　けんいち

南葛西/南葛西第三/臨海

南葛西第二/清新第一

木下眞理子

葛西第二

きのした　　まりこ

第二葛西/南葛西第二/東葛西

南葛西/東葛西

石川 祐成

葛西第二

いしかわ　ゆうせい

第七葛西/南葛西第三/新田

清新第二

安次富宏行

葛西第二

　あしとみ　　ひろゆき

第四葛西/新田/東葛西

南葛西第三/東葛西

三木 佳代

葛西第二

みき　　　かよ

清新第一/清新ふたば

清新第一

東 部 地 区 部 会（6名）

大橋 一成

瑞　江

おおはし　かずなり

下鎌田/下鎌田東/下鎌田西

瑞江第二/瑞江第三

岩田 光輝

瑞　江

　いわた　　みつてる

瑞江/江戸川

瑞江

古澤三枝子

瑞　江

ふるさわ　　みえこ

春江

春江

鷲尾　斎

篠　崎

　わしお　　いつき

南篠崎

篠崎第二

相川美智子

篠　崎

あいかわ　　みちこ

篠崎/篠崎第三

篠崎

小林 智夫

篠　崎

こばやし　 ともお　

鎌田

篠崎第二

氏　名

青少年育成
地区委員会

担当小学校

担当中学校

中 央 地 区 部 会（12名）

竹内由美子

松江南

たけうち　　ゆみこ

松江/東小松川

松江第四

鈴木 洋子

松江南

　すずき　　ようこ

東小松川

松江第一

安田 誠一

松江南

　やすだ　 せいいち

西一之江

松江第六

斉田　治

松江北

　さいた　　おさむ

大杉第二/第三松江

松江第三

早川 幹夫

松江北

はやかわ　　みきお

大杉東

松江第四

大越 義雄

松江北

おおこし　　よしお

大杉

廣木 米子

西小松川

　ひろき　　よねこ

松江/第二松江

松江第二

関　清孝

西小松川

せき　　きよたか

第二松江/西小松川/第三松江

松江第二

三浦 圭司

西小松川

　みうら　　けいじ

西小松川

松江第二

岩楯 英子

一之江

いわだて　　えいこ

一之江/一之江第二

松江第五

山村ユカリ

一之江

やまむら　　　　　　

一之江/一之江第二

松江第五

和田 洋子

一之江

　わだ　　 ようこ

一之江/一之江第二

松江第五

鹿 骨 地 区 部 会（5名）

大和田靜枝

鹿　本

　おおわだ　　しずえ

鹿本/鹿骨/鹿骨東/松本/本一色

鹿本/鹿骨

渡邉浩太郎

鹿　本

わたなべ　こうたろう　

鹿本/鹿骨/鹿骨東/松本/本一色/上一色南

鹿本/鹿骨/上一色

井上　功

鹿　本

いのうえ　 いさお

鹿本/鹿骨/鹿骨東/松本/本一色/上一色南

鹿本/鹿骨/上一色

笠井 雅世

京　葉

　かさい　　まさよ

新堀/篠崎第二/篠崎第四

春江

髙梨 芳明

京　葉

たかなし　よしあき

篠崎/篠崎第二/篠崎第五

篠崎

小 岩 地 区 部 会（7名）

加古 幸成

小岩中部

　かこ　　ゆきなり

小岩

小岩第一

中川　隆

小岩中部

なかがわ　 たかし

東小岩

小岩第一

皆川千香子

小岩中部

みながわ　　ちかこ

小岩/東小岩

小岩第一

石川 アサ

北小岩

いしかわ　　　　　

上小岩/上小岩第二

小岩第三

吉国勝之助

北小岩

よしくに　かつのすけ

中小岩

小岩第三

加藤 直樹

西小岩

　かとう　　なおき

西小岩/北小岩

小岩第四/上一色

上島 幹子

南小岩

かみじま　　みきこ

下小岩/下小岩第二/南小岩/南小岩第二

小岩第二/小岩第五

小 松 川 地 区 部 会（7名）

内藤 良明

小松川平井

ないとう　よしあき

小松川/平井東

小松川第一

塚原久美子

小松川平井

つかはら　　くみこ

平井/平井西

小松川第三

村上 則俊

小松川平井

むらかみ　のりとし

平井東/平井南

小松川第二

林　義弘

小松川平井

はやし　 よしひろ　

平井/平井南

小松川第二

山下 真人

小松川平井

やました　　まさと

小松川/小松川第二

小松川第一

北村　守

小松川平井

きたむら　 まもる

平井/平井西

小松川第三

近藤 幹郎

小松川平井

こんどう　　みきお

小松川/小松川第二

小松川第二

中央地区部会

鹿骨地区部会

東部地区部会

小岩地区部会

小松川地区部会

葛西北地区部会

葛西南地区部会
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動
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
今
期
こ
そ
は
、
ブ

ル
ー
ジ
ャ
ー
ジ
を
身
に
ま
と
い
、
学
校
行
事
や
地
区
委
員
会
行

事
な
ど
、
少
し
ず
つ
地
域
の
活
動
に
参
加
協
力
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
知
恵
を
絞
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
活
用
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
を
盛
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
青
少
年
委
員
は　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
こ
ろ
豊

か
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
各
地
域

の
関
係
諸
団
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　　　

地
域
の
青
少
年
の
活
動
を
側
面
的
に

支
援
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成
団

体
や
地
域
団
体
と
連
携
、
協
力
を
図
り
、

青
少
年
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
、

江
戸
川
区
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
非
常

勤
公
務
員
で
す
。
区
民
ま
つ
り
や
地
域

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ブ
ル
ー

ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　　　

江
戸
川
区
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
青
少
年

委
員
が
集
ま
り
、
自
主
的
に
青
少
年
委

員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
委
員
会
で
は
、
月
例
の
定
例

会
や
各
地
区
部
会
（
小
松
川
・
中
央
・

小
岩
・
鹿
骨
・
東
部
・
葛
西
北
・
葛
西

南
）
を
開
催
し
、
ま
た
委
員
各
自
の
研

究
課
題
に
基
づ
い
た
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
委
員
相
互
の
連
絡
や
情

報
交
換
、
研
修
・
各
種
調
査
研
究
を
行

い
、
青
少
年
委
員
と
し
て
の
資
質
の
向

上
に
努
め
、
地
域
に
密
着
し
た
青
少
年

の
育
成
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
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先
日
、
江
戸
川
区
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
す
く
す
く
ス

ク
ー
ル
な
ど
の
活
動
に
協
力
で
き
ま
す

と
明
記
し
ま
し
た
。

　

今
期
の
「
青
少
年
委
員
だ
よ
り
」
で

は
、
私
た
ち
青
少
年
委
員
が
、
多
種
多

様
な
青
少
年
育
成
活
動
に
対
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
技
術
や
情
報
で
支
援
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
期
の
委
員
の
紹
介
写
真
は
、
委
員

証
用
か
ら
笑
顔
の
写
真
に
変
え
て
み
ま

し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
部
一
同

◆活動方針◆　
　江戸川区青少年委員会は地域の青少年が郷土に愛着を持ち、感謝の気
持ちでお互いを支えあっていく環境づくりを目指していきます。そのた
めには委員一人ひとりが笑顔で楽しく地域での活動において持てる力を
発揮し、家庭・学校・青少年育成地区委員会・行政と緊密に連携してい
くことが大切です。地域の未来を担う青少年と正面から向き合い、より
良いかたちで青少年が前進していけるよう、すべての青少年教育機関及
び関係諸団体と協力して青少年育成活動を進めていくことを基本方針と
します。
　
　

◆◆◆重点目標◆◆◆
○青少年が地域に愛着を持ち、次代の地域社会を担う人材となるよう、
多様な活動機会や場作りに積極的にかかわり、地域活動に貢献できる
ように支援します。
○学校及び青少年の拠点となる施設がより豊かな子どもたちの成長の場
となるよう、そのさらなる充実に向けて必要な活動をします。
○青少年育成地区委員会との連携を図りながら協力し合い、その中核と
して地域諸団体等への情報発信に努め、より効果的な健全育成活動を
進めることができる環境を整備します。
○委員活動を推進するために研究グループ活動を充実させ、より実践的
な研修等を行い、自らの資質の向上を図ります。
○子ども会との連携を強め、地域の催し等を積極的に支援していきます。
○新型コロナウイルスの影響を受けながらも、オンライン会議等の工夫
を行い、委員活動の継続を目指します。
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火起こし体験
江戸川区青少年委員

こちらの二次元コードを
読み込んでいただくか、
「江戸川区青少年委員」で　
検索してください。　　

江戸川区青少年委員
ホ ー ム ペ ー ジ


